
2. 在宅で必要な整備 
 
居住環境の確認 
 在宅への移⾏を考え始めた時、早めに居住環境を確認しておくことを勧めます。ただやみ
くもに材料を揃えたり改築をしたりするのではなく、お⼦さんの重症度と環境によって変
更や追加の必要度が異なりますので、情報を収集し慎重に進めてください。通院時にはどの
ように移動するか、時間はどのくらい必要か、加湿器の電源も必要か、など、年齢や体格に
よっても条件は様々です。すでに在宅に移⾏されている患者さん宅を実際に⾒学されて参
考にするといいでしょう。 
 
電源 
A. ⼀⼾建て住宅に住んでいる場合 
⼈⼯呼吸器の他、加温加湿器、パルスオキシメーター、電動吸引器、寒い時には電動⽑布な
ど電⼒を要する機器をいくつも使う場合があります。通常の電気料⾦は従量電灯 B で 60 ア
ンペアが上限となりますので、ご使⽤の消費電⼒を試算してある程度、余裕のある契約をし
てください。もしも⼤型冷蔵庫、複数のエアコンなどを動かすことが想定される場合は 60
アンペア以上の契約が必要ですので、従量電灯 C に変更する必要があるかもしれません。 
B. 集合住宅に住んでいる場合 
集合住宅全宅での許容量がありますので、⼀⼾建てと同じように契約アンペアを変更でき
るとは限りません。⼤⾕さんと電⼒会社に確認してから動きましょう。場合によっては住宅
全体への引き込み線や屋内配線の変更などが必要になるかもしれませんので、早めに確認
してください。 
 
部屋 
⾞から降ろして⽞関、部屋にたどり着くまでにいろいろな障壁があります。介護⽤に設計さ
れていない住居では⼊り⼝が狭い、⾓度のある階段や通路など、簡単には解消できない部分
もあります。リフォームには時間がかかりますので、早めに対応を検討しましょう。 
□ 場所は駐⾞場に近いか 
□ 間取りに余裕はあるか 
□ ベッドの購⼊の有無 成⻑を⾒越して余裕あるサイズ 
□ 補助⾦の有無 
□ 1階か 2 階以上か 
□ エレベーターの有無 
 
電源の確認 
医療機器を持ち帰ると電気の使⽤量が増えます。エアコンやホットプレートなどを使うと



⼀気に電気を使いますので、ある程度、余裕のある容量で契約しましょう。コンセントはア
ースがあってロック式になっている 3Pタイプを選びましょう。タップも同様です。 
家庭での電気容量を算定するサイトが電⼒会社のホームページなどにありますので、標準
的な必要アンペア数が計算できます。初期値にそれぞれの家電の電気容量が設定されてい
ますので、はっきりわからなければ台数のみの⼊⼒でも計算ができます。ただし、全ての電
気器具を同時に使⽤することは通常ありませんので、結果を参考値として、そこに医療機器
の消費電⼒を加算して、容量が⾜りているかを検討しましょう。 
□ ⼈⼯呼吸器      ______________アンペア 
□ 酸素濃縮器      ______________アンペア 
□ 加温加湿器      ______________アンペア 
□ 吸引器        ______________アンペア 
□ パルスオキシメーター ______________アンペア 
□ 電気⽑布       ______________アンペア 
 
⾮常⽤電源 
⾮常⽤電源は災害などに必要となりますが、近年はハイブリッド⾞が増えて 100V電源の確
保が以前よりも容易になりました。ただ、容量に制限がありますので、呼吸器や加湿器など
の消費電⼒を確認しておいた⽅がいいでしょう。⾃家発電装置は動作⾳が⾮常に⼤きい⽋
点があります。また交流の波形が正弦波になっていない安価な発電機は医療器機には適さ
ないので確認しましょう。⾞のシガレットから 100V に変換する場合も正弦波で出⼒でき
るタイプを選ぶことと、シガレットでは容量に制限があるため、できればバッテリーから直
接供給できるように配線を検討したほうがいいでしょう。カセットボンベ型の発電機は保
守がしやすいので、⼈気があります。お住まいの市町村から助成を受けられる場合がありま
す。 
□ 呼吸器バッテリー   ______________時間 
□ ⾞載⽤インバーター（正弦波が望ましい） 
□ ⾃家発電装置  □ ハイブリッド⾞、電気⾃動⾞ 
□ カセットボンベ型  
□ 重油型（安いが管理が⾯倒） 
 
⼊浴 
⼊浴は毎⽇の⼤きなイベントです。訪問看護などを利⽤して⼊浴介助を依頼される家庭も
多いでしょう。呼吸の補助をしながらの⼊浴は⼈⼿もかかりたいへんな作業です。部屋から
浴室までの移動がしやすいか、廊下、⼊り⼝などの幅は⼤丈夫か確認しましょう。 
□ ⼊浴⽅法 
□ 部屋との位置関係 



□ 廊下、間⼝の広さ 
 
⾞ 
通院のために福祉⾞両を購⼊されることがありますが、リフトをつけるための改造が施 さ
れているので、中古でも⾼価です。病状やお⼦さんの体の⼤きさによって必要な⾞種も 変
わりますので、すでに購⼊されている⽅たちにもよく相談されるといいでしょう。また、⾃
動⾞の改造経費やすでに改造された⾃動⾞の購⼊費⽤の⼀部が地域から助成される場合が
あります。 
□ 福祉⾞両の有無 □ スロートタイプ ストレッチャーの乗降に向いている 
□ リフトタイプ  主に電動リフトで⾞いすを持ち上げるタイプ 
 


